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[目的]

長期人工呼吸器管理からの離脱が困難であっ

た事例を振り返り、患者の回復過程に影響を及

ぼしていたものが何であったのかべナーの看護

理論を用いて分析した。

[事例]

A氏、 57歳男性。上行慢換術施行後、 l{ドを

符て縦隔iloJ炎を続発し胸骨部分切除、掻破、洗

浄を行ったが治癒せず大動脈基部情換、大綱充

m争I~ を施行した 。 そのため長期にわたり人J:I呼

吸持を装析した。 A氏には胸骨欠fí'~があり体動

市IjIH~ を伴う '/4'静が~nì \.:、られ ていた 術後 ~311 彼

にTピーストライアル開始したが、 H千|吸筋疲労

のため離脱不能であった人 1:lIfl政問離脱にlilJ

けCPAPを使用し呼吸リハ ビリや ADL拡大を

行っていたが、その経過中に忠fJ-はj1:iJうつ状態に

なり、しばしば、呼吸リノ、ピリ等は中断された。

ICU人容a後6311後にCPAPのまま一般病棟へ転

棟となった。

[考察]

人工呼吸採装着中の種々ある心的ストレス因

子中でA氏は、 特に病気前の身体的ボディーイ

メージに気づかい、関心を持っていた。そして

それに戻るようA氏は必死に努力したが回復し

なかった。今回我々は、 A氏が病気後の自分の

身体的変化を受け入れられなかったことが抑う

つのiJi(凶となり、呼吸リハビリ等が中断され離

脱期を更に長期化させた最大の要因ではないか

と考えた。離脱時は呼吸機能の改善に焦点があ

てられる傾向lがあるが、実際は患者の1"1復過程

に影響を及ぼしたのは疾病から11じる身体的変

化のみな らず、 それを体験する A1-':の人11¥)的反

札、による ところが大きかったと与えられたり

[結語]

べナーの看護血μ命にある患者の関心がし、まど

こにあり，:，ll，.g理解が疾病回復ではなく病気の凶

復に繋がること、そしてー喬側にいる看護Siriが

患者の人間的反応に瞬時に気づき対応する役割

があることを再認識し振り返る O
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